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はじめに
 
  
都市フィレンツェの南に位置するロマーナ門から南東方向へ一直線におよ
そ一キロに渡って伸びる登り坂の頂きに位置する、かつて「バロンチェッリ家の別荘」と呼ばれた建物は、十七世紀にはトスカーナ大公フェルディナンド二世 摂政マリア・マッダレーナ・ダウストリア（一五八九―一六三一）の邸宅であった
（１）
。一六二二年から二年間におよぶ改修工事を経て、ピッティ
宮殿 厳格なファサード は対照を成す、摂政の邸宅 相応しい軽やかな印象を与える外観を持つようになった
（２）
【図１・２】 。一階右翼には「大公の控え
の間・寝室」 、 「謁見の間」 、 「大公妃の控えの間・寝室」等が築造され、室内装飾には、当時活躍していたフィレンツ
ェ出身の画家達が招請された。一六
二四年に完成を見たマリア・マッダレーナは、彼女の兄フェルディナント二世が一六一九年に神聖ローマ皇帝に即位したことを受けて、これを「ヴィッラ・ディ・ポッジョ・インペリアーレ（皇帝丘陵の離宮） 」と命名した（一六二四年五月二三日
（３）
） 。筆者は、この室内装飾を同時代の文化的・社会的文脈か
ら図像解釈する研究を進めている。本稿
では、その前提として、十七世紀前
半の主要なフィレンツェ派の画家たちが一堂に会したこの装飾の現場を当時のフィレンツェ画壇の状況を映し出す一つの空間と見做し、彼らの師弟関係や経歴、様式分析からポッジョ・インペリアーレ離宮の内部装飾 美術史上の意義を明らかにすることを目的とする。
 
  
一
 内部装飾の概要と先行研究
 
 改修および装飾事業の施主であるマリア ・ マッダレーナ ・ ダウストリアは、
一五八七年にオーストリア大公カール二
世の娘としてグラーツに誕生し、十
九歳の時（一六〇八）トスカーナ大公フェルディナンド一世の長男コジモ二世（一五九〇― 二一 に嫁いだ
（４）
。コジモ二世は翌年には大公に即位した
ものの、病弱であったため早世し、マリア・マッダレーナは、結婚から十三年後の一六二 年には、八人の子供を抱える未亡人となった。亡き夫の遺言
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に従って、十歳の長男フェルディナンド二世をトスカーナ大公位に就け、マリア・マッダレーナは、姑クリステ ーナ・ディ・ロレーナ（一五六五―一六三七）と共に摂政となった。それからおよそ一年後の一六二二年八月 日に「バロンチェッリ家の別荘」を購入し、改修計画に着手したのである
（５）
。
 
 
「バロンチェッリ家の別荘」は、その名の通り、元々フィレンツェのバロ
ンチェッリ家の所有する別荘で、土地台帳に最初に記されたのは一四二七年のことである
（６）
。その後、所有者の変遷を経るも、十七世紀に至るまで呼び名
は変わらぬままであった
（７）
。一五六五年には、フィレンツェ人亡命者たちと共
謀した廉で の別荘を所有していたピエロ・サルヴィアーティの財産を接収したフィレンツェ公コジモ一世（一五一
九―一五七四）の所有となり、コジ
モはこれを溺愛していた娘イザベッラに与えた。以後、一世紀以上に渡り、この建物は、メディチ家の女性たち
―
イザベッラ・デ・メディチ、マリア・
マッダレーナ・ダウストリア、そしてヴィットリア・デッラ・ローヴェレ
（８）
（一
六二二―一六九四）
―
が好んで住まう邸宅となる
（９）
。イザベッラの死去に伴
い（一五七六
) 、夫でブラッチャーノ公のパオロ・ジョルダーノ・オルシーニ
に所有権が移行されたことから、大公妃マリア・マッダレーナは、オルシーニ家から建物を購入した。
 
 
『芸術家消息』の著者として知られる美術研究家フィリッポ・バルディヌ
ッチの記述によると、七人の建築家から計画案が提出され、その中から選出された二人
―
ジューリオ・パリージとゲラルド・シルヴァーニ
―
が模型
を制作すると、大公妃はより経費の掛るパリージの案を採択した
（１０）
。一六二二
年から建物の拡張・改修工事が開始され、翌一六二三年から多くのフィレン
ツェ人芸術家たちの手により室内装飾が施された
（１１）
。 十七世紀の装飾は、 「大公
の控えの間」 「大公 寝室」 「謁見の間」 「大公妃の寝室」 「大公妃の控えの間」 、「ヴォルティチーナ」の計六部屋に現存している
（１２）
【図
１０】 。
 
「大公の控えの間」と「大公の寝室」の壁面に描かれた各々四つのルネッ
タはハプスブルク家を栄光化しており、前者では皇帝カール五世と皇帝フェルディナント二世の偉業 、後者では皇帝ルドルフ一世と皇帝マクシミリアン一世の偉業を表わしている 【図４】 。 全六 の中で最も広い 「謁見の間」 は、摂政として大公妃が国賓を迎えた場である
（１３）
【図３】 。壁面の十枚のルネッタ
には、四世紀から十六世紀まで キリスト教徒の王妃や皇后たちの物語 表わされた【図５・６】 。 「大公妃 寝室」の十枚 ルネッタには殉教聖女たち【図７】 、 「大公妃の控えの間」の十枚のルネッタには、 《エステル》や《ユーディット》 などの旧約聖書から採られた女傑達の物語が描かれた 【図８ ・ ９】 。さらに、これら五室から少し離れた位置に と呼ばれる小部屋があり、マリア・マッダレーナの亡き夫コジモ二世 偉業が表わされた。
 
近世イタリアの女性の居室装飾の残存する事例はそれ程多くない
（１
が４）
、ポッ
ジョ・インペリアーレ離宮の六室の居室装飾は、ほぼ完全なかたちで保存され、往時の鮮やかな色彩を現在も放っている。しかしその保存状態とは裏腹に、一九六〇年代に至るまで十七世紀フ
ィレンツェ美術に下されてきた過小
評価、美術史における女性支配者の居
室装飾の看過、そして施主マリア・マ
ッダレーナへの関心の低さといった複数の要因により、先行研究は限られている。未だ装飾に関連する書簡や画家へ
の支払い記録は発見されていないた
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め、装飾計画の立案者や作品帰属等不明
な点が多く、包括的な図像解釈には
至っていない。近年提出されたアカンフォラとスピネッリによる研究では、新たな作品帰属が提案され、主題の原典についても議論されたが決着には至っていない
（１５）
。以下では、十七世紀フィレンツェ絵画を概観し、美術史におけ
るポッジョ・インペリアーレ離宮の
装飾の位置づけを確認する。
 
  
二
 十七世紀フィレンツェ絵画の成立ち
 
 
十七世紀フィレンツェ絵画の再評価は、
ミーナ・グレゴーリにより一九六
二年に起草された論稿 「十七世紀フィレ ツェ絵画についての序文」 に遡る
（１６）
。
そして、もう一つの大きな節目となった
のは、一九八六年十二月から一九八
七年五月まで、パラッツォ・ストロッツィで開催された展覧会「十七世紀フィレンツェ派
―
フェルディナンド一世からコジモ三世までのフィレンツ
ェ美術」展である
（１７）
。
 
マニエリスムの画一的な様式を脱しようとするフィレンツェ絵画の改革の
最初の兆候は、サンティ・ディ・ティート（一五三六―一六〇三）によってもたらされた
（１８）
。ブロンズィーノおよびバンディネッリの工房で学んだ後、一
五五八年から一五六四年までローマに滞在した彼は、トレント公会議後の対抗宗教改革の機運に包まれた芸術的環境の中で、実物写生に基づく自然主義的な素描に回帰すること、そしてラッファエッロやアンドレア・デル・サルトに代表される盛期ルネサンス絵画に立ちかえることを学んだ
（１９）
。
 
フィレンツェ絵画の革新にとって、もう一つの重要な出来事は、フェデリ
ーコ・ツッカリのフィレンツェ滞在（一
五七五―一五七九）であった。ヴァ
ザーリの死（一五七四）により中断されたサンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂のクーポラの装飾を完成するためフランチェスコ一世に招聘されたツッカリの滞在は、フィレンツェの若い芸術家たちに大きな刺激となった。とりわけ四年間ツッカリの助手を務めたドメニコ・クレスティ通称パッシニャーノ（一五五九―一六三八）は、その後ツッカリと共にローマに向かい、次いでヴェネ ィア滞在を経て トスカーナ伝統の素描 ヴェネトの色彩の融合を基礎においた新しい手法の推進者となった
（２０）
。
 
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の大回
廊の装飾（一五八〇―一五八三）
では、 サンティが推進した万人に理解し易い平明な表現 、 ポッチェッティ、グレゴリオ・パガーニ、ルドヴィーコ・チ ゴリ、ベネデット・ヴェーリ等の若い世代の画家たちが目指し実践した。
 
一六〇〇年代に入ると、多くのフィレン
ツェ人画家たちがローマに滞在し
たため
―
パッシニャーノ（一五八〇―一五八八、一六〇九―一六一六、一
六二四） 、コンモディ（一五九二―一六一四
（２１）
） 、チャンペッリ（一五九四―一
六三〇
（２２）
） 、フォンテブォーニ（一六〇〇―一六二〇） 、タルキアーニ（一六〇
一―一六 七） 、チーゴリ（一六〇四―一六 三）など
―
、結果として一
六一〇年代にフィレンツェで最も影響力をもった画家は、サンティの弟子であるパガーニであった
（２３）
。
 
十七世紀前半、フィレンツェの様々な流派の画家が初めて一堂に会したの
は、ミケランジェロ・ブォナッローティの曾孫 、劇作家・詩人と て活躍
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していたミケランジェロ・ブォナッローティ・イル・ジョーヴァネの邸宅 「カーザ・ブォナッローティ」においてである
（２４）
。彼は、一六一三年から一六三五
年の長期に渡り、邸宅内の諸室 偉大な先祖である巨匠ミケランジェロの生涯、ブォナッローティ家の歴史、フィレンツェ出身の聖職者や聖人、学者や政治家などを描かせた
（２５）
。特にほぼ全て一六一〇年代に制作されたミケランジ
ェロの生 を表す十二枚の絵画は、そ 後のフィレンツェ絵画界においても重要な役割を果たす画家達の手になる
（２６）
。
 
トスカーナ大公コジモ二世の死（一六二一）により、ジャック・カロやビ
リヴェールといった、それまで重要な位置を占めていた画家たちの一部がトスカーナ宮廷を去ったものの、一六二〇
年代初めに二つの大規模な装飾事業
が展開されたことで、画家の流出が食い止められ 。即ち、コジモ二世の弟カルロ・デ・メディチ枢機卿の委嘱による、彼の邸宅カジーノ・メデ チェオ・ディ・サン マルコ（現・高等裁判所） 装飾と、本稿が対象とするポッジョ インペリアーレ離宮の装飾である。一六二一年秋から一六二三年七月にかけて行なわれた前者には、アナス
タジオ・フォンテブォーニ、ミケラ
ンジェロ・チンガネッリ、ファブリツィ
オ・ボスキ、マッテーオ・ロッセッ
リ、オッターヴィオ・ヴァンニーニといった画家たち 中心に多数の協力者が参加した
（２７）
。次章で見ていくように、この内の大部分の画家がポッジョ・イ
ンペリアーレ離宮の装飾にも携わることになる。
 
  三
 ポッジョ・インペリアーレの画家達
 
 ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾に参加した画家達に関する史料は、
未だ十分に追跡調査されているとは言えない。近年の研究により、この計画には従来考えられていたよりも多くの画家が関与していたことが判明つつあることから、本三章では現時点で判明し
ている、若しくは推測されている作
品帰属を整理し これ 十二人の画家のポッジョ・インペリアーレ装飾 携わるまでの経歴、師弟関係および様式の特徴を年齢順に概観する。
 
 ミケランジェロ・チンガネッリ（一五五八―一六三五）
 
ミケランジェロ・チンガネッリは、ポッジョ・インペリアーレ装飾に参加
した当時六十五歳で、参加した画家達の中では最高齢であり、ベテラン画家と見做されていた筈であ 。大公妃のお気に入りの画家の 人 もあった。「大公の控えの間」の四枚のルネッタ【図４】は、近年までロッセッリの手になると考えられてきたが、アカンフォラは、全てチンガネッリに帰属することができる 考えている
（２８）
。さらに、 「大公妃の寝室」の《聖女ドロテア》
と 《聖女セシリア》 のルネッタも確実にチンガネッリ作と る他、同室天井中央の八角形パネルの聖杯を持
つ《信仰の擬人像》も彼に帰属され
ている
（２９）
。
 
チンガネッリは元々ポッチェッティの弟子で、一五八〇年には独立した画
家として、 フィレンツェのアッカデーミア・デル・ディゼーニョに登録 た。十六世紀末には有力な司教座聖堂参事会
員ジョヴァンバッティスタ・トッリ
の庇護を受けて、長期に渡りピサ大聖堂の装飾に携わっ （一五九七―一六
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二五） 。一六一四年には、大公の綴れ織り工場に協力し始め、たちまちにして主要な下絵制作者となった。サンタ・フェリチタ教会では、グイッチャルディーニ家の注文で、内陣の丸天井とペンデンティブにフレスコ装飾を施している（一六一七―一六 九） 。この装飾は、カーザ・ブォナッローティの「天使の間」の天井装飾との類似性が指摘されている
（３
他０）
、ここに描かれた《正義
の擬人像》は、後にポッジョ・インペリア
ーレの「大公の寝室」の天井に描
かれた《キリスト教的正義の擬人像》に繰り返 ことがアカンフォラによって指摘されている
（３１）
。
 
多くの画家が携わったサンタ・クローチェ広場に面するドナート・デッラ
ンテッラ邸のファサード装飾（一六一九―一六二〇）に参加した
（３２）
後、カジー
ノ・メディチェオでは、 「フェルディナンド一世の間」で、
六つのルネッタ
の装飾
を担当した
（一六二一―一六二三
（３３）
） 。
 
 ベネデット・ヴェーリ（一五六四―一六三九）
 
 
ベネデット・ヴェーリは、ポッジョ・イ
ンペリアーレの装飾当時五十九歳
で、 「謁見の間」の《聖女クニグランデ》を描いたと考えられている ヴェーリは、バルディヌッチによる『芸術家消息』には 切言及されていないが、近年の研究により数多くの作品が現存し、アッカデーミア・デ ・ディゼーニョの史料にもしばしば彼の名前が記されていることが判明した。
 
一五六四年にフィレンツェに生まれたヴェーリは、サンティ・ディ・ティ
ートの門下生であったアゴスティーノ・チャンペッリやコジモ・ガンベルッチと交流があったことが史料から判明していることから、彼も又サンティの
門下生であったと推測されている
（３４）
。聖画像を「民衆の書物」として、簡潔な
構図と明快な身振りで描くことで宗教的メッセージを伝えるという態度から、ヴェーリはサンティの忠実な追随者 あったと見做されている。ヴェーリは十七世紀に入ってからも、その一貫した態度を変えず、聖俗不明瞭な主題を求める委嘱者たちの要求に応じなかった から、現時点での研究成果によれば、一六一〇年以降ヴェーリの活動は
それほど多くないと考えられている
（３５）
。 
前述のサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の大回廊では三つのルネッタを装
飾し、一五八九年には、フェルディナンド一世とクリスティーナ・ディ・ロレーナの結婚式のアッパラートのため《コジモによるトスカーナの町々の要塞建設》を描いた。一五九八年にはサン・ロレ ツォ聖堂で行なわれたスペイン国王フェリペ二世の葬儀のため《バルセロナからフランドルへ 出向するフェリペ二世 制作した
（３６）
。ベネデットの兄であるドン・テサウロ・ヴェ
ーリが修道院長を務めた（一六〇五―一
六一一）キャンティ地方のパッシニ
ャーノ大修道院には、一六〇七年から一六〇九年までそこで活動したヴェーリの作品群が現存する
（３７）
。
 
 アナスタジオ・フォンテブォーニ（ 五七一―一六二 ）
 
アナスタジオ・フォンテブォーニは、ポッジョ・インペリアーレの装飾当
時五十二歳で、
｢大公妃の寝室
｣では《聖女アガタの殉教
（３８）
》 【図７】を、 「大公
妃の控えの間」 は《息子に割礼を施すモ セの妻ツィッポラ》を描いたと考えられている
（３９）
。
 
一五七一年にフィレンツェに生まれたアナスタジオには、イエズス会宣教
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師としてインドに滞在することになる弟バルトロメオがおり、彼も又画家だったよう
（４
だ０）
。アナスタジオは、フィレンツェ絵画の刷新に取り組んだパッシ
ニャーノを師とした。
 
アナスタジオの名が初めて登場するのは、前述のスペイン王フェリペ二世
の葬儀に際して用意されたアッパラート
のための単色画《フェリペ二世とメ
アリー一世の結婚》であるが、この他、初期のフィレンツェでの活動に関する情報は乏しい。
 
フォンテブォーニは、先述の弟バルトロメオと同年（一五九〇）ローマへ
向けて出発し、一六二〇年までの長期に渡るローマ を経験し、カラヴァッジョやカッラッチ、カヴァリエーレ・ダルピーノ、ジェンティレスキ どの仕事を間近でみることになった
（４１）
。さらにローマでコロニーを形成していた
パッシニャーノ チーゴリ コンモディ、チャンペッリといった同郷の芸術家たちと密接に意見を交換した。それゆえ、十七世紀前半のフィレンツェとローマの芸術交流 おいて、フォンテブォーニは ローマの新 い芸術を咀嚼し、出身地フィレンツェの独自の文化と融合させるという仲介者 役割を果たした。彼の様式は、チーゴリの様式には同調 ないけれども、マニエリスムを超越 たいと考えていた芸術家達により広く受け入れら 、フィレンツェに新しい芸術潮流をもたらし という評価を受けている
（４２）
。
 
 ニッコーデモ・フェッルッチ（一五七四―一六五〇）
 
「謁見の間」の《皇帝マクセンティウス
を改宗させるアレクサンドリアの
聖女カタリナ》が、アカンフォラとスピネッリにより、当時四十九歳であっ
たニッコーデモ・フェッルッチに帰属されている
（４３）
。
 
ニッコーデモもまたパッシニャーノの弟子であり、十七世紀前半にフィエ
ーゾレとフィレンツェで多くの作品を残
した画家であるが、風雨による経年
劣化や、漆喰での塗り潰し、更には一九
六六年のフィレンツェでの大洪水の
被害により 多くの作品が損傷 消失している
（４４）
。
 
フィエーゾレにおいて、大聖堂（後陣のニッチ）やサン・フランチェスコ
聖堂等で活動した後 十六世紀末から十七世紀初頭に掛けて、師パッシニャーノと共に、上述のパッシニャーノ大修
道院において一連のフレスコ画制作
に携わった。一六〇九年には師に伴ってフェッルッチもローマに滞在した。フィレンツェに帰還してからは、多くの
画家が携わった主要な大事業に参加
しており、カ ザ・ブォナッローティの
ため《ミケランジェロの作品を学ぶ
フィレンツェの芸術家達》 （一六一五―一六一六）を制作した他、既述のデッランテッラ邸のファサード装飾にも参加している
（４５）
。
 
 フィリッポ・タルキアーニ（一五七六―一六四五）
 
ポッジョ ・ インペリアーレの装飾当時四十七歳であったタルキア ニには、
「謁見の間」の《コス ンツァ・ダラゴーナ》 、 《カスティーリ 王妃イサベル一世》 、 「大公妃の寝室」の《聖女バルバラ が帰属されている。
 
タルキアーニの活動を再構成したピッツォルッソの仮説によれば、タルキ
アーニは一五八六年頃チャンペッリの工房に入り、 そこで、 サンティ・ディ・ティートの素描と、グレゴリオ・パガー
ニの「ロンバルディア風の手法」を
身に付けた
（４６）
。一五九〇年頃ローマへ移り住み、三年間に渡ってドゥランテ・
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アルベルティに学んだ。フィレンツェに
帰還しアッカデミア・デル・ディゼ
ーニョに登録したフィリッポは、グレゴリオ・パガーニを新たな師とした。二度目のローマ滞在 （一六〇一―一六〇七
) を経て、 純粋主義に向かうものの、
一六一五―一六二〇年頃フィレンツェで
カラヴァッジョへの関心が増幅した
時期には、それに対応する形でカラヴァッジョやジェンティレスキを思わせる絵画を描いた。一六二〇年代から 三〇年代にかけては、メディチ家の委嘱によるフレスコ画装飾に従事し、カジーノ・メディチェオ、ポッジョ・インペリアーレだけでなく、パラッツォ・デッ ・クロチェッタ、ピッティ宮殿での装飾 も参加することになる
（４７）
。
 
 
マッテーオ・ロッセッリ（一五七八―一六五〇）
 
ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾の中に名前の頭文字
M・
Rを残した
画家が、 当時四十五歳 マッテ オ・ロッセッリである。 彼は、 「大公の寝室」の《司祭に軍馬を譲渡するルドルフ一世》 、 「謁見 間」の《ガッラ・プラキディア》 、 《プルケリア》 【図５】 、 《マティルデ・ディ・カノ サ》に頭文字を残しているが、他 も助手たち、特に後述する弟子のドメニコ・プリアーニと共に 「大公妃の寝室」 において 《聖女クリスティーナ》 《聖女マ ゲリータ》の制作に携わったと考えられている
（４８）
。
 
ロッセッリについては、バルディヌッチによる伝記から多くの情報を得ら
れる
（４
他９）
、グアッツェッリより長年に渡り、
画家としての側面と指導者として
の側面から研究されている
（５０）
。
 
一五七八年八月八日にフィレンツェの豊
かな家庭に生まれたマッテーオは、
九歳の時（一五八七）父アルフォンソによってグレゴリオ・パガーニの工房に送られ、 師の没年 （一六〇九） までおよそ二十二年間に渡り修業を行ない、また助手としてパガーニを助けた。バルディヌッチによれば土日祝日はアンドレア・デル・サルト フレスコ画を模写するため、スカルツォ教会の回廊に通った。
 
その後、パッシニャーノのもとで短期間
修業を積んだ後、先にローマへと
旅立った師に招喚される形で、およそ六ヵ月間ローマに滞在する機会を得、サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂の新聖具室のフレスコ画装飾に取り組んでいたパッシニャーノの助手を務めた。ロッセッリもまた、この時期ローマに滞在し チャンペッリやチーゴリなど
トスカーナ出身の改革派の画家達の
活動を目の当 りにしたことだろう
（５１）
。
 
父親の訃報によりフィレンツェに帰還し
たロッセッリは、程なくして師パ
ガーニの死にも遭遇 た。しかし、師の未完の作を完成させることにより、名を馳せること なる。コジモ二世とマリア・マッダレーナ 結婚式のアッパラートに参加する機会を得て以来（一六〇八）メディチ家 の関係は密接なものとなり、 とりわけコジモ二世はロッセ と時を過ごすことを好んだ。一六一〇年にはフィレンツェで営まれ フランス王 ンリ四世の葬儀の為アッパラートに参加し 更にはメディチ家の綴れ織りのため 下絵 制作した。バルディヌッチの伝記には記録されていないが、様式 変化から一六一一―一六一二年にはヴェネツィアを旅行したのでは いかと推察されている（５２）
。伝統的なフレスコ画技法を身に付け、もはや評判の工房を構える親方
となっていたロッセッリは、一六一四―一六一八年 、サンティ ・
－49－ 
 
ンヌンツィアータ聖堂の大回廊において
、四つのルネッタに聖母マリア下僕
会を主題とする装飾を施した。バルディヌッチによると、後年フィレンツェを訪れるピエトロ・ダ・コルトーナは「このルネッタは当地で見た中で最高の作品であ 」と、惜しみない賛辞を贈ることとなる
（５３）
。一六一五年にはカー
ザ・ブォナッローティのため《サン・ミニアート要塞》を制作し、一六一九―二〇年には、サンタ・クローチェ広場のデッランテッラ邸のファサードの装飾等に参加した
（５
後４）
、 弟子たちと共に、 カジーノ・メディチェオとポッジョ・
インペリアーレにおける装飾事業に従事 た。
 
 オッターヴィオ・ヴァンニーニ（一五八五―一六四四）
 
三十八歳であったオッターヴィオ・ヴァンニーニは、ポッジョ・インペリ
アーレ装飾において、ヴォルティチ ナの装飾と、四つのルネッタを担当した。即ち、 「謁見の間」の《聖女ウルスラの殉教》 【図６】と《聖女クロティルデ》 、 「大公妃の寝室 の 《聖女アポロニアの殉教》 と 《聖女アグネス》 である
（５５）
。 
バルディヌッチは、ヴァンニーニははじめローマでフォンテブォーニに入
門し、次いでフィレンツェでパッシニャ
ーノに弟子入りしたとしているが、
実際には フィレンツェでのパッシニャーノへの弟子入りが先行していた様である。師匠がローマへ発った に続き、 ァンニーニも一六〇五―一六一五年の十年間ローマに滞在したと考えられている
（５６）
。一六一六年にはカーザ・
ブォナッローティの装飾 参加 一六
一八年十月十六日、 アッカデーミア・
デル・ディゼーニョに登録した。ヴァンニーニも又デッラ テッラ邸のファサード装飾に参加した後、一六二〇年代
はじめに、カルロ枢機卿とマリア・
マッダレーナの大規模な装飾事業に参加したことにより、フィレンツェ絵画界で頭角を現すことになる
（５７）
。カジーノ・メディチェオでは、 「大公フランチ
ェスコ一世の間」の天井装飾と、十個のルネッタの内五つを担当した
（５８）
。
 
 ドメニコ・プリアーニ（一五八九―一六五八）
 
マッテーオ・ロッセッリと共にポッジョ・インペリアーレの装飾に取り組
んだのは、当時三十四歳であった弟子のドメニコ・プリアーニである。 「大公の寝室」 《ヘルヴェティア人を撃退する皇帝マクシミリアン一世》 【図４】や、 「大公妃の寝室」 《聖女ヘレナの十字架発見》においてルネッタ装飾を行なったが、幾つか ルネッタ、特に「謁見 間」のルネッタでは、単独での制作かロッセッリとの共作か、判然としないも が多い
（５９）
。
 
プリアーニは、一五八九年にフィレンツェ近郊のムジェッロに生まれた。
早々に町に出てきて、バルディヌッチによれば、マッテーオ・ロッセ リの門下生となり、一六一二年
にはアッカデーミア・デル・ディゼーニョに登録
することになる
（６０）
。彼の初期作品には、ロッセッリ以外にも同時代の複数のフ
ィレンツェ人画家からの影響が指摘されている。 一六二二年には、 カジ ノ・メデ チェオの「フェルディナンド二世の間 において五つのルネッタ、 「コジモ二世の間」においては一つ ルネッタを制作した
（６１）
。
 
 ヤコポ・ヴィニャーリ（一五九二― 六五四）
 
三一歳のヤコポ・ヴィニャーリもまた と並んでロッセッリの弟
子であり、 「大公妃の寝室」において《聖女ルチア》を担当した。
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バルディヌッチは、ヴィニャーリの伝記を記しておらず、他の画家の伝記
の中で言及するに留まるが、ヴィニャーリの死からおよそ九〇年後に、セバスティアーノ・ベネデット・バルトロッツィにより記された伝記 （一七五三）が彼の画歴を知る上での最も有力な手掛かりとなっている
（６２）
。一六〇五年頃ロ
ッセッリ 門下生となったヴィニャーリは、バルトロッツィによると、師に従って一六一四年に聖ベネデット・ビアンコ信心会の会員となった。翌年ミケランジェロ・イル・ジョーヴァ の依頼を受け カーザ・ブォナッローティにて、 《祖国愛》 （一六一六）を制作した。同年にアッカデーミア・デル・ディゼーニョに登録し、 六二〇年にはフィレンツェ、セミナリオ・マッジョーレにて《聖ベネディクトゥス 着衣》 、及びサンタ マリア・ノヴェ ラ教会食堂のため二枚の楕円形パネルを制
作している。一六二一年には《友人
からの訪問を受けるヨブ》 （プラハ国立絵画館蔵）及び、カーザ ブォ ッローティ一階に《ヤコブの夢》を制作した
（６３）
。カジーノ・メディチェオでは、ロ
ッセッリとプリアーニと共に仕事 し、ヤコポには「フェル ィナンド一世の間」の五つのルネッタが帰属すると考えられている
（６４）
。
 
 バルトロメオ・サルヴェストリ （一五九九―一六三三）
 
「大公妃の控えの間」で、 《預言者デボラ》を制作したバルトロメオ・サル
ヴェストリーニは当時二十四歳で、参加した芸術家達 中では後述するヴァンニとチェッコ・ブラーヴォと並ぶ最も若い世代の画 の一人 ある。
 
宮廷人たちの別荘装飾で名を馳せていた画家ピエロ・サルヴェストリーニ
の甥にあたり、パッシニャーノとマッテ
ーオ・ロッセッリの元での徒弟期間
を経て、ジョヴァンニ・ビリヴェール
（一五八五
―
一六四四）に弟子入り
した。一六一二年よりメディチ家の宮廷画家として雇われていたビリヴェールはウフィッツィ・ギャラリー内に工房を構えていたことから、弟子たちは莫大な数の古代彫刻や絵画を直に研究することができた。一六一四年以降、ジャック・カロが隣接する工房 使用す
るようになり、ビリヴェールの弟子
たちは彼からも多くを学ぶことができたはずであ 。 バ ディヌッチは 「 （サルヴェストリーニは）弟子たちの中で最も優れていると、ビリヴェールはいつも口にしていた」と伝えている
（６５）
。
 
サルヴェストリーニもまた、一六二〇年
代初めの大規模な装飾事業、即ち
カジーノ ・ メディチェオとポッジョ ・ インペリアーレの装飾の双方に携わり、カジーノ・メディチェオでは《コジモ二世の死を悼む美徳》を描いた。
 
 
ジョヴァン・バッティスタ・ヴァンニ（一六〇〇―一六 〇）
 
ジョヴァン・バッティスタ・ヴァンニは、上述のように若手世代の二十三
歳で、 「大公妃の控えの間」で《ユーディット》 【図９】 、 《エステル 、 《マカバイの七人兄弟の母》の三作品に携わった
（６６）
。
 
ヴァンニの父オラツィオはポン ・ヴェ
ッキオに工房を構え、大公家にも
作品を収める有名な金細工師であった。ヴァンニはアウレミオ・ローミ、マッテーオ・ロッセッリの工房を経て、サンティ・ディ・テ ー やパガ ニと並ぶ改革派の画家であったヤコポ・キ
メンティ通称エンポリの工房で修業
を積んだ。一六一八年にフィレンツェの
アッカデーミア・デル・ディゼーニ
ョに登録した後、クリストー ァノ・ア
ッローリの門下生となり、師の没年
 
－51－ 
 
( 一六二一
) まで修業した。
 
ヴァンニによる初期のカンバス画《石から悪霊を祓う聖ベネデット》は、
二つのバージョンが知られる。カッラーラ信用金庫所蔵作品と、スイスの個人蔵作品である。ヴァンニの父親が所属していた聖ベネデット・ビアンコ同信会により注文された聖ベネデットの生涯を表す十二枚の連作の一部 して、一六二〇―一六二一年に制作されたことが判明している。十二枚の絵画のうち、 ヴァンニの作品を除く、 現存する三枚の作品は、 ヤコポ・ヴィニャーリ、ファブリツィオ・ボスキ、カルロ・ブラッチェッリの手になる
（６７）
。ヴァンニに
よる二枚の作品には、チゴリ ビリヴェール、クリストーファノ・アッローリからの影響が見られる。一六二〇年代初めにはヴァンニも又カジーノ・メディチェのフレスコ装飾 携わり、 《ピッティ宮殿の建設》と《コ モ二世の下船》を描いた
（６８）
。
 
 
チェッコ・ブラーヴォ（一六〇一―一六六一）
 
二十二歳だったフランチェスコ・モンテラティチ通称チェッコ・ブラーヴ
ォのポッジョ・インペリアーレ装飾への参加は、アカンフォラとスピネッリにより支持されており、 「大公妃 控えの間」の《預言者ミ アム》 【図９】に帰属されている。
 
バルディヌッチは、チェッコ・ブラーヴォの伝記を残しておらず、他の画
家の伝記の中で散発的に言及するに留まって るが、近年モンテラティチ家の古文書資料が発見 、伝記の不足を補う重要な史料となっている
（６９）
。これ
によると、フランチェスコは 農家出身でフィレンツ で梳毛工をしていた
父アントニオ・ディ・ジョヴァンニと母ポリータ・ディ・ドメニコの長男として一六〇一年一一月一五日にサン・タンブロージョ地区に生まれた
（７０）
。生涯
に渡りフランチェスコの財産管理を行なった五歳年下の妹リザベッタが亡くなる際（一六八三） 、聖ヨゼフ信心会に全財産を遺贈し、その中 近年発見されたモンテラティチ家の史料が含まれていたのである。
 
彼が画家になることを志願した動機は不明だが、バルディヌッチの伝える
ところでは、フランチェスコは始めビリヴェールに入門したが、コジモが死去すると （一六二一） 、 二人の摂政により減給されたビリヴェールは憤慨し弟子達を残して工房を辞したため
（７１）
、短期間シジスモンド・コッカパーニの元で
修業を継続した。その後 マッテーオ・ロッセッリの知遇を得て、ビリヴェールの工房では用いられていなかっ フレ 画 技法を習得し、カジーノ・メディチェオとポッジョ・インペリ
アーレでの装飾事業に参加すること
となった。但し、現時点では、カジーノ・メディチェオ 装飾においてチェッコ・ブラーヴォが担当した箇所を識別することは不可能とされている。それ故、ポッジョ インペリアーレの《預言者ミリアム》は、現在知られているチェッコ・ブラーヴォの最初期の作品である。
 
  
四
 おわりに
 
  
三章で概観してきた画家達は、どのような系譜に連なるのであろうか。要
約すれば、いずれもサンティ・ディ・ティートに端を発する改革派の画家達
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であるということができるだろう。サンティ、ポッチェッティ、エンポリ、チーゴリを改革派の第一世代とするなら
、ベネデット・ヴェーリ、チンガネ
ッリは第二世代である。そしてパガーニやチャ ペッリを師とするロッセッリとタルキアーニは第三世代、パッシニ
ャーノを師とするフォンテブォーニ
とフェッルッ も第三世代である。そして、ロッセッリの弟子であるヴィニャーリとプリアーニ、フォンテブォーニの弟子であるヴァンニーニが第四世代である。そして、最後に扱った三人の若手 画家達は、若手でありな らも芸術的世代で言えば エンポリの弟子 ヴァンニが第二世代、ビリヴェールの弟子であるサルヴェストリーニ チェッコ・ブラーヴォが第三世代ということになる（ヴァンニとサルヴェストリーニについては、ロッセッリの工房を経ているので第四世代とも言える） 。
 
 
ポッジョ・インペリアーレ装飾に携わった画家達のうち、三章でみたよう
に、少なくとも五人の画家
―
ロッセッリ、タルキアーニ、フォンテブォー
ニ、 フェッルッチ、 ヴァンニーニ
―
が長期間のローマ滞在を経験していた。
そして 一六二三年までに、カーザ・ブォナッローティ、デッラ ッラ邸のファサード装飾、カジーノ・メディチェオ等 既に共に仕事をした経験があった。十六世紀末から始まったフィレンツ 絵画の改革はサンティの影響下に 画家達の間に受け継がれ ロ マ絵画、ヴェネツィア絵画 更にはバロッチやコッレッジョの絵画研究を通し 多様 経験を積んだ彼らは、十七世紀前半にフィレンツェで相次いだ
大規模な装飾事業において結集した
ことにより、それぞれの経験・技術を共有し、フィレンツェ独自の様式を形成していったのだと考えられる。それ故 カジーノ・メディチ オの装飾と
並んで、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾が行なわれた空間は、改革派の第二世代から第四世代の間で技術が共
有され、また独自の様式が醸成され
た空間であったといえる。 ここで築かれた十七世紀フィレンツェ絵画の礎は、後にフェルディナンド二世の委嘱により実現されることになるピッティ宮殿の壮大な レスコ画装飾で、更なる展開を遂げることになる。
 
   注
 
（１）現在、サンティッシマ・アンヌン
ツィアータ女子高等寄宿学校として
 
 
 
 
使用されているため一般には公開されていないが、同校の校長カル
 
 
 
 
ラ・ロモリーニ氏および付属図書館司書サルヴァトーレ・チプレッソ
 
 
 
 
氏のご協力によりフィレンツェ文化財監督局の許可を得て内部装飾を
 
撮影する機会を得た。ここに記して感謝を申し上げる。
 
（２）
Filippo Baldinucci, Notizie dei professori del disegno da Cim
abue in qua, con 
 
 
 
nuove annotazioni e supplem
enti per cura di F. Ranali, Firenze, 1974 – 1975, 
 
 
 
p. 138; Cesare D
a Prato, Reale Villa del Poggio Im
periale, oggi R. Istituto 
 
 
 
della SS. A
nnunziata, Firenze, 1895, p.38; O
rnella Panichi, “D
ue stanze della 
 
 
 
villa del Poggio Im
periale”, in « A
ntichità Viva » , 1973, p. 33; Fiam
m
etta 
 
 
 
Faini, A
nna M
aria Puntri, La villa m
ediceo lorenese del Poggio Im
periale, a 
 
 
 
cura di “Lo Studiolo”, Firenze, 1995, pp. 5 – 21; A
nna Bottinelli, The Villa of 
 
 
 Poggio Im
periale in Florence: a study of M
edici wom
en and their collections, 
－53－ 
 
 
 
 
bachelor degree thesis, John Cabot U
niversity, pp. 56 – 57. ボッティネッリ
 
 
 
 
氏の卒業論文の入手にあたっては上記のチプレッソ氏及び著者本人の
 
ご協力を賜った。心より感謝申し上げる。
 
（３）
Cesare Tinghi, D
iario di Ferdinando I G
 D
 di Toscana scritto da Cesare 
Tinghi suo ajutante di cam
era, III (1623 – 1637), A
rchivio di Stato di Firenze, 
M
iscellanea M
edicea 11, c. 42 r. 
（４）
Estella G
alasso Calderara, La granduchessa M
aria M
addalena d’Austria: 
 
 
 un’am
azzone tedesca nella Firenze m
edicea del’ 600, G
enova, 1985, p. 118. 
（５）
M
atteo M
arangoni, La Villa del Poggio Im
periale, Firenze, 1923, pp. 5 – 6;  
 
 
 
Luigi Zangheri, Ville della Provincia di Firenze, M
ilano, 1989, p. 149. 
（６）
Zangheri, p.149. 
（７）バロンチェッリ家は経済的困難を
理由に、一四八七年この建物とそれ
 
 
 
 
に付随する農園を債権者であったアーニョロ・パンドルフィーニに譲
 
渡した。その後、一五四八年にフィリッポ・ディ バッティスタ・パ
 
ンドルフィーニが一八〇〇フィオリーニでピエロ・サルヴィアーテ
 
に売却した。詳しい経緯については以下を参照。
M
arangoni, pp. 4 – 5;  
Panichi, p. 33; Zangheri, p. 149. 
（８）ヴィットリア・デッラ・ローヴェレによる芸術保護活動については以
 
 
 
 
下を参照。
Eve Straussm
an-Pflanzer, C
ourt C
ulture in 17th–century 
 
 
 Florence: The Art Patronage of M
edici G
rand D
uchess Vittoria della Rovere 
(1622 – 1694), Ph.D
., N
ew
 York U
niversity, 2010. 
（９）これら三人の女性達によって、ポッジョ・インペリアーレ離宮に美術
 
 
 
 
コレクションが形成された。
(cfr. Bottinelli) 
（
１０）
Baldinucci, IV, p. 138, 405; Panichi, p.33. 
（
１１）
Bottinelli, pp. 56 – 57. ジューリオ・パリージはポッジョ・インペリア
 
 
 
 
 ーレ離宮を装飾する画家として大公妃にジョヴァンニ・ダ・サン・
 
 
 
 
 ジョヴァンニ 推薦したが、 彼は一六二三年からローマでメッリーニ
 
 
 
 
 枢機卿の委嘱でサンティ・クアットロ・コロナーティ聖堂の後陣の
 
 
 
 
 装飾をおこなっていたため依頼を断ったことから大公妃の怒りを買
 
 
 
 
 った。 バルディヌッチにより伝えられるこの逸話により、 パリージが
 
 
 
 
 ポッジョ・インペリアーレの絵画装飾においても、助言者・監督の役
 
 
 
 
 割を果たしていたことが判る。
(cfr. Baldinucci, IV, pp. 234 – 235; Elisa 
 
 
 
 A
canfora, “La Villa del Poggio Im
periale” in Fasto di Corte: la decorazione 
 
 
  m
urale nelle residenze dei M
edici e dei Lorena – da Ferdinando I alle 
 
 
  reggenti (1587 – 1628), vol. I, a cura di M
ina G
regori, Firenze, 2005,  
p. 146.) 
（
１２）ロレーナ時代の改装により十七世紀の装飾の一部が失われた可
 
 
 
 
 能性がある。
(cfr. Faini, pp. 26 – 41.) 実際、一階右翼にはこれら六室
 
 
 
 
 の他、 クッラーディにより装飾され 個人礼拝堂があったが現存しな
 
 
 
 
 い。 この装飾については以下を参照。
M
arilena M
osco, La M
addalena tra 
 
 
  sacro e profano: D
a G
iotto a D
e Chirico, Catalogo della M
ostra, Firenze, 
 
 
 
 1986, pp. 237 – 239. 
（
１３）
Ilaria H
oppe, “U
no spazio di potere fem
m
inile: villa del Poggio Im
periale, 
 residenza di M
aria M
addalena d’A
ustria”, in Le D
onne M
edici nel Sistem
a 
－54－ 
 
 Europeo delle Corti, XVI – XVIII secolo, A
tti del convegno internazionale, a 
cura di G
iulia Calvi e Riccardo Spinelli, Firenze, 2008, pp. 681 – 689. 
（
１４）拙論「ヴェッキオ宮殿、 「公妃の間」四室の図像解釈：フィレ
 ンェ
 
 
 
 
 公妃エレオノーラ・ディ・トレドの活動とその表象」 『美術史』一七
 
二号、二〇一二年、二三九―二五六頁。
 
（
１５）
A
canfora, pp. 143 – 156; R
iccardo Spinelli, “Sim
bologia dinastica e 
 legittim
azione del potere: M
aria M
addalena d’A
ustria e gli affreschi del 
 Poggio Im
periale”, in Le D
onne M
edici nel Sistem
a..., pp. 645 – 679. 
（
１６）
M
ina G
regori, “Avant-propos s sulla pittura fiorentina del Seicento”, 
«  Paragone » , 13, 1962, 145, pp. 21 – 40. 
（
１７）
A
A
. V
V., Il Seicento fiorentino: Arte a Firenze da Ferdinando I a Cosim
o III, 
[1] Pittura, catalogo della m
ostra, Firenze, 1986. 
（
１８）サンティ・ディ・ティートについては、ドメニコ会系「聖トマス・
 
 
 
 
 アクィナス同信会」 との関係からサンティ作品の図像解釈を行なった
 
 
 
 
 甲斐教行氏の以下の論稿を参照。
N
oriyuki K
ai, “Santi di Tito: bellezza e 
 
 
 
 um
anità, «  A
rtista – Critica dell’A
rte in Toscam
a » , 2002, pp. 128 – 143; 
 
 
 
 
Idem
, “D
ue statue dipinte di Santi di Tito: la Cena in Casa di Sim
one il 
 
 
 
 Fariseo nel Refettorio della Santissim
a A
nnunziata”,  
『五浦論叢』 （茨城
 
 
 
 
 大学五浦美術文化研究所紀要） 、十一号、二〇〇四年、二 ―二七頁
; 
 
 
 
 同上「サンティ・ディ・ティートの絵画研究―ドメニコ会思想に基づ
 
 
 
 
 く図像解釈の試み―」平成十三～十六年度科学研究費補助金
[ 基盤研
 
 
 
 
 究Ｃ２
] 研究成果報告書、茨城大学、二〇〇五年。
 
（
１９）
M
ina G
regori, “Tradizione e novità nella genesi della pittura fiorentina del 
Seicento” in Il Seicento fiorentino [1] Pittura, pp. 21 – 25; Idem
, “La pittura 
a Firenze nel Seicento”, in La Pittura in Italia: Seicento, a cura di M
ina 
G
regori, Tom
o 1, 1989. 
（
２０）
Joan L. N
issm
an, “D
om
enico Passignano (D
om
enico C
resti)” in Il  
 Seicento Fiorentino..., Biografie, pp. 141 – 143; “Passignano / D
om
enico 
 Cresti”, in La Pittura in Italia, Il Seicento, pp. 839 – 840. 
（
２１）アンドレア・コンモディ（一五六〇―一六三八）については以下を
 
 
 
 
 参照。
G
ainni Papi, “A
ndrea Com
m
odi”, in Il Seicento Fiorentino, Biografie,  
pp. 60 – 63. 
（
２２）アゴスティーノ・チャンペッリ（一五六五―一六三〇）については
 
 
 
 
 以下を参照。
Sim
onetta Prosperi Valenti Rodinò, “A
gostino Ciam
pelli”, in  
Il Seicento Fiorentino, Biografie, pp. 52 – 53. 
（
２３）十七世紀初めにローマで活躍したフィレンツェ人画家達については
 
 
 
 
 以下に詳しい。
Suzan M
arie G
erm
ond, Florentine Patronage in Rom
e in 
 
 
 
 the church of San G
iovanni dei fiorentini (1583-1822), Ph.D
., Stanford 
U
niversity, 1995. 
（
２４）
G
regori, “La pittura a Firenze...”, p. 306. 
（
２５）
U
go Procacci, La casa Buonarroti a Firenze, M
ilano, 1967; A
driaan W
. 
V
liegenthart, La G
alleria Buonarroti: M
ichelangelo e M
ichelangelo il 
G
iovane, trad. dall’olandese di G
iorgio Faggin, Istituto U
niversitario 
O
landese di Storia dell’A
rte, Firenze, 1976. 
－55－ 
 
（
２６）ミケランジェロ・イル・ジョーヴァネは、この時期フィレンツェに滞
 
 
 
 
 在したアルテミジア・ジェンティレスキの擁護者であり、 彼女を短期
 
 
 
 
 間で成功に導いたと考えられている。
(cfr. R. W
ard Bissell, Artem
isia 
 
 
  G
entileschi and the authority of art, 1999, pp. 19 – 34; Idem
, “A
rtem
isia 
 
 
 
 G
entileschi a Firenze: arte e cultura”, in Atti delle giornate di studi sul 
 
 
  Caravaggism
o e il naturalism
o nella  Toscana del Seicento, a cura di 
 
 
 
 Pierluigi Carofano, Pontedera, 2009, pp. 169 – 204.) 
（
２７）
A
nna Rosa Calderoni M
asetti, “Il Casino m
ediceo e la pittura fiorentina del 
 
 
 
 Seicento, 1”, in «  Critica d’arte » , 9, 1962, 50, pp.1-27; Idem
, “Il Casino 
 
 
 
 m
ediceo e la pittura fiorentina del Seicento, 2”, in «  Critica d’arte »  9, 1962, 
53 – 54, pp. 77 – 109. 
（
２８）
A
canfora, pp. 143 – 156. 
（
２９）
A
canfora, pp. 143 – 156. 
（
３０）
“Cinganelli, M
ichelangelo”, in La Pittura in Italia, il Seicento, Tom
o II,  
pp. 693 – 694. 
（
３１）
A
canfora, pp. 143 – 156. 
（
３２）
Baldinucci, IV, pp. 204 – 210. 
（
３３）
M
asetti, 1962, p. 77, fig. 62; Chappell, 1981. 
（
３４）
C
larice Innocenti, “B
enedetto Veli alla B
adia di Passignano”, in 
 
 
 
  «Paragone », 45, 1994, 529/533, pp. 178 – 183. 
（
３５）
“Benedetto Veli”, in La Pittura in Italia , il Seicento, Tom
o II, pp. 916 – 917. 
（
３６）
M
onica Bietti, Cristina A
cidini Luchinat, La M
orte e la G
loria: apparati 
funebri m
edicei per Filippo II di Spagna e M
argherita d'Austria, catalogo 
della m
ostra, Livorno, 1999. 
（
３７）兄ドン・テサウロは一六一一年にローマに移住、サンタ・プラッセー
 
デ聖堂の修道院長となった。
(Cfr. Innocenti.) 
（
３８）
Baldinucci, IV, pp. 336; A
canfora, p. 145. 
（
３９）
Spinelli, “N
ote su un dipinto di O
ttavio Vannini e su alcuni disegni inediti”, 
in « Paragone »  52, 2001(2002), ser. 3, n. 40 (621), 2001, pp. 13 - 35;  
A
canfora, p. 153. 
（
４０）
Federico D
e M
artino, Anastasio Fontebuoni (1571 – 1626), Rom
a, 2006. 
（
４１）
Fiorella Sricchia Santoro, “‘ La M
adonna di Pistoia’ e l’attività rom
ana di 
A
nastasio Fontebuoni”, «  Com
m
entari » , 22, 1974, pp. 29 – 45. 
（
４２）
G
regori, “Avant-propos...”;  Sricchia Santoro, “’La M
adonna di Pistoia’...”;  
G
ainni Papi,“A
nastasio Fontebuoni”, in Il Seicento Fiorentino, Biografie,  
pp. 91 – 93; G
regori, “La pittura a Firenze”; Parlato, “A
nastasio Fontebuoni”, 
in D
izionario Biografico degli italiani,1997; de M
artino, Fontebuoni. 
（
４３）
Spinelli , 2001, pp. 13 - 35; A
canfora, p. 151. 
（
４４）
A
nna M
atteoli, “Intorno a N
iccodem
o Ferrucci: I. U
n catalogo (provvisorio) 
delle opere. II. Testim
onianze di affreschi perduti”; “Ferrucci, N
iccodem
o”, 
in La pittura in Italia Seicento, Tom
o II, p. 737. 
（
４５）
“Ferrucci, N
iccodem
o”, in Pittura in Italia Seicento, Tom
o II, p. 737. 
（
４６）
Claudio Pizzorusso, “Filippo Tarchiani”, in Il Seicento fiorentino, Biografie, 
pp. 172 – 174. 
－56－ 
 
（
４７）
“Tarchiani, Filippo”, in La Pittura in Italia: Il Seicento, Tom
o II, p. 897. 
（
４８）
A
canfora, p. 153. 
（
４９）
Baldinucci, IV, pp. 154 – 176. 
（
５０）
Fiam
m
etta Faini G
uazzelli, M
atteo Rosselli, Tesi di Laurea, U
niversità degli 
studi di Firenze, anno accadem
ico 1965 – 1966; Idem
, “I disegni di M
atteo 
Rosselli al Louvre”, in «  A
ntichità Viva » 8.1969, 3, pp. 19 – 35; Idem
, 
“M
atteo Rosselli”, in Il Seicento Fiorentino, Biografie, pp. 158 – 160. 
（
５１）
Faini G
uazzelli, 1965 – 66, p. 44. 
（
５２）
Faini G
uazzelli, “M
atteo Rosselli”, p. 159. 
（
５３）
“Pietro da Cortona ebbe a dire, che ella fusse la m
igliore, che si vedesse in 
quel luogo” (Baldinucci, IV, p. 162.) 
（
５４）
Baldinucci, IV, pp. 204 – 210. 
（
５５）
Spinelli, 2001, pp. 13 – 35. 
（
５６）
Baldinucci, IV, pp. 436; “Vannini, O
ttavio”, in La Pittura in Italia Seicento, 
p. 914. 
（
５７）
Spinelli, 2001, pp. 13 – 35. 
（
５８）
M
asetti, “Il Casino M
ediceo, 1”, pp. 1 – 27; Idem
, “Il Casino M
ediceo, 2”,  
pp. 86 – 88; Spinelli, 2001, p. 20. 
（
５９）
Spinelli, “D
om
enico Pugliani”, in Il Seicento Fiorentino, Biografie, pp. 154 –  
156; A
canfora, pp. 143 – 156. 
（
６０）
Spinelli, ibid., pp. 154 – 156. 
（
６１）
M
asetti, 1962. 
（
６２）
Sebastiano Benedetto Bartolozzi, Vita di Jacopo Vignali pittor fiorentino 
scritta da Sebastiano Benedetto Bartolozzi, Firenze, 1753. 
（
６３）カーザ・ブォナッローティでの仕事はその後も一六二八年まで継続す
 
ることになる。一六三〇年代にヴィニャーリにより制作された一連
 
の作品については以下を参照。
G
iovanni Pagliarulo, “Jacopo Vignali e gli 
anni della peste”, in «  A
rtista, Critica dell’A
rte in Toscana » , Firenze, 1994, 
pp. 138 – 198; 新保淳乃、 「書評
 
ジョヴァンニ・パリアルーロ、 「ヤ
 
コポ・ヴィニャーリとペストの月日」 （ 『アルテ スタ』誌一九九四
 
年所収） 『権力と視覚表象（
I芸術と王権、
IIエスニシティー、ジェ
 
ンダー』 、第五七・五八集、二〇〇一年、一〇六―一一九頁。
 
（
６４）
G
iovanni Pagliarulo, “Jacopo Vignali”, in Il Seicento Fiorentino, Biografie, 
pp. 183 – 187. 
（
６５）
“il Bilivert era solito dire, che questo era stato il m
igliore di tutti i suoi  
allievi”. (Baldinucci, IV, p. 311.) 
（
６６）バルダッサーリは《エステル》をヴァンニに帰属することを提案した
 
が、アカンフォラはそれに対し慎重な態度を示している。
(C
fr.  
Francesca Baldassari, “Precisazioni sull’ attività giovanile di G
iovan Battista 
Vanni”; Idem
, “The Florentine B
aroque: G
iovan B
attista Vanni”, in 
Continuity, Innovation, and Connoisseurship: O
ld M
aster Paintings at the 
Palm
er M
useum
 of Art, 2003, p. 98; Idem
, “G
iovan Battista Vanni”, in Il 
Seicento Fiorentino, Biografie, pp. 178 – 180; A
canfora, p. 153.) 
（
６７）
Baldassari, “The Florentine Baroque”, pp. 95 – 98. 
－57－ 
 
（
６８）
Francesca Baldassari, “Vanni, G
iovan Battista” in La Pittura in Italia:  
Seicento, pp. 912 – 913. 
（
６９）
Cecco Bravo (Firenze 1601 – Innsbruck 1661): Pittore senza Regola, A
nna  
Barsanti, Roberto Contini (a cura di), catalogo della m
ostra, M
ilano, 1999. 
（
７０）
A
nna Barsanti, “A
lla Scoperta di Cecco Bravo”, in Cecco Bravo, p. 16; A
nna 
Rosa Calderoni M
asetti, Cecco Bravo: Pittore toscano del Seicento – con 
106 illustrazioni in nero e 6 a colori, Venezia, p. 12.  
（
７１）ビリヴェールはこの措置に長きに渡り恨みを抱くことになる。その
 
為か、ポッジョ・インペリアーレの装飾には直接的には関わってい
 
ない。
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